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　テナガエビ科カクレエビ亜科のホンカクレエビ属 
Periclimenes Costa, 1844 は，様々な海産無脊椎動物と
共生する小・中型種によって構成されており，高緯度
地域を除く世界中の潮間帯から深海に至るまで広く分
布する．本属エビ類の種の多様性は高く，2000年代に
入った当初，世界で170種を越す有効種が認められて
おり，日本沿岸に限っても28種が知られていた（三宅，
1998; Okuno and Mitsuhashi, 2003）．本属は多系統群
であると考えられ（Bruce, 1994），Bruce（2004）によ
る研究を皮切りに，本属を構成していた種の多くが同
亜科の他属へ移行されるようになった（例えば Bruce 
et al., 2005; Okuno and Fujita, 2007; Li, 2009; Okuno 
and Bruce, 2010）．しかしながら，本属にはまだ150種
以上が包含されており（De Grave and Fransen, 2011），
形態的に類似した種をまとめたいくつかの種群 spe-
cies group が認められている．そのうちのひとつ，コ
エダヤドリエビ種群 Periclimenes obscurus species 
group には現在のところインド・西太平洋産の11種が
知られている（Bruce, 2007a, b）．

　沖縄島と奄美大島の浅海において，紅藻綱マサゴシ
バリ目のカイメンソウ Ceratodictyon spongiosum 
Zanardini, 1878 を被う単骨カイメン目カワナシカイメ
ン科の1種 Haliclona (Gellius) cymaeformis (Esper, 1794)，
および未同定のカイメン類に共生するカクレエビ亜科
の1種が計4個体採集された．これらの標本を精査し
た結果，コエダヤドリエビ種群の Periclimenes incertus 
Borradaile，1915 に同定された．本種はインド・西太
平洋熱帯域の浅海各地から報告されているが，わが国
からは未記録であったため，ここに報告する．
　調査した標本は千葉県立中央博物館 分館海の博物
館（CMNH）および琉球大学博物館風樹館（RUMF）
に登録・保管されている．本文中では頭胸甲長を CL 
と略した．
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要　旨　奄美大島および沖縄島から採集された4個体の標本に基づき，テナガエビ科ホンカクレ
エビ属コエダヤドリエビ種群のタカノツメカクレエビ（新称）Periclimenes incertus Borradaile を
報告する．本種はインド・西太平洋に広く分布するが，これまでに日本からの記録はなかったた
め，本報告が日本初記録となる．本種はカイメン類を宿主とすることが知られており，本研究で
は紅藻類のカイメンソウ Ceratodictyon spongiosum Zanardini を被うカワナシカイメン科の1種
Haliclona (Gellius) cymaeformis (Esper) と共生することが明らかになった．
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種の記録

タカノツメカクレエビ（新称）
Periclimenes incertus Borradaile, 1915

(Figs. 1–2)

Periclimenes (Cristiger) incertus Borradaile, 1915: 210; 
Borradaile, 1917: 364, pl. 53, fig. 7.

Periclimenes (Periclimenes) imper Kemp, 1922: 147, figs. 
16－17, pl. 3, fig. 1.

Periclimenes (Periclimenes) incertus : Holthuis, 1959: 193; 
Ledoyer, 1984: 30, fig. 13.

Periclimenes incertus : Bruce, 1969: 277 (in key); Bruce, 
1976: 477; Bruce, 1977: 268, fig. 3; Bruce, 1980: 10, 
figs. 4f－k, 5a－c; Bruce, 1987: 1431 (in key); Berggren, 
1994: 794 (in key); De Grave, 2000: 136; Li, 2000; 193, 
fig. 244; Li and Bruce, 2006: 695; Bruce, 2007a: 116 
(in key), 117.

　調査標本．CMNH-ZC 02415，雌1個体，CL 1.4 mm，
沖縄島恩納村真栄田岬，カイメンの1種に共生，水深
35 m, 2001年 5月 4日，柳澤　享採集．CMNH-ZC 
01775，雌 1個体，CL 1.0 mm，奄美大島笠利湾倉崎
ビーチ，カイメンソウを被う Haliclona (Gellius) cymae
formis に共生，2004年6月6日，奥野淳兒採集; RUMF-
ZC-1829，雄1個体，CL 2.0 mm，沖縄島名護市大浦湾，
カイメンの1種に共生，2009年6月20日，上野大輔
採集; RUMF-ZC-1830，抱卵雌1個体，CL 1.8 mm，沖
縄島金武湾レッドビーチ，カイメンソウを被う H. (G.) 
cymaeformis に共生，2009年6月22日，世古　徹・奥
野淳兒採集.
　記 載．額角（Fig． 2A）はまっすぐでやや上下の幅
があり，第1触角柄部末端を少し越え，頭胸甲の 1.1 倍．
背縁には6〜8歯がほぼ等間隔にならび，最も基部の1
歯は眼窩後縁の上方にあたる頭胸甲の背中線上に位置
する．腹縁には先端部に小さな1〜2歯がある．頭胸
甲 (Fig. 2A) は平滑で，眼上棘を欠く．眼窩腹縁は頭胸
甲前縁から突出し，先端は鈍頭の三角形で，直下にあ
る触角上棘の先端に届く．肝上棘は触角上棘とほぼ同
じ高さにあり，眼窩後縁の斜め後方に備わる．第4胸
節の腹板中央には突起はない．
　第1触角柄部の基節は外縁前端が鋭い1歯で終わり，
その先端は中央節の中央に達する．触角棘は細く，基
節の3分の1に届く．基節の腹面内縁には1棘がある．
第2触角の触角鱗は外縁前端が鋭い1歯で終わり，そ
の先端は薄板の末端に届かない．
　第1胸脚の可動指（Fig. 2B）は，背面がへら状にな
らず，切断縁には鋸歯状または櫛の歯状の構造物を欠
き，特殊化しない．第2胸脚（Fig. 2C）は左右でほぼ
同じ形態だが，長さはやや不相称で，大鉗脚は掌部中

央で触角鱗を越すが，小鉗脚は掌部3分の2で触角鱗
を越す．腕節は掌部のほぼ半分の長さである．第3〜
5胸脚は互いに類似する．指節（Fig. 2E）は二叉し，
腹縁の付属爪は末端爪よりやや太く，長さは等しい．
　生時の色彩．カイメンソウの体表から得られた個体
では全体的に暗紫色を帯びた透明で，頭胸甲から腹節
にかけて数条の細い赤褐色の縞が縦走する．眼柄は赤
褐色の不規則な斑紋で被われ，複眼は薄い朱色．第1，
第2触角の鞭状部，ならびに胸脚はほぼ透明．その他
のカイメンから採集された標本の生時の色彩は記録し
なかった．
　分 布．タイプ産地はインド洋モルディブ諸島の
South Nilandu Atoll (Borradaile, 1915) である．他にイ
エメン，ケニア，ザンシバル，タンガニーカ，マダガ
スカル，スリランカ，アンダマン諸島，シンガポール，
インドネシア，フィリピン，オーストラリア，パプア
ニューギニア，ニューカレドニアならびに日本から知
られている（Bruce, 2007a; 本研究）．
　備 考．ホンカクレエビ属コエダヤドリエビ種群を
最初に認めたのは Bruce（1969）である．この時は 
Periclimenes incertus species group の名称を用いてお
り，ホンカクレエビ属エビ類のうち，1）額角が水平で，
背縁には多数の歯，腹縁には0〜2歯を備える，2）頭
胸甲には眼上棘を欠き，眼窩腹縁が突出する，3）第4
胸節腹面には鋭い1突起がない，4）第3腹節の背中線
は背方に著しく突出しない，5）第1胸脚の可動指と不
動指には鋸歯状または櫛の歯状の構造物を欠き，可動
指の背面はへら状にならない，6）第2胸脚の腕節は掌
部の3分の1以上の長さになる，7）第3〜5胸脚の指
節は二叉する，などの形態的特徴を有する種を本種群
に含めた．本種群の種の検索表はこれまでに Bruce 
（1969, 1987, 2007a）ならびに Bergrren（1994）によっ
て提唱されている．調査した標本は，これらの形態的
特徴を備えること（Fig. 2A－C），および第3〜5胸脚
の指節腹縁に備わる付属爪が末端爪とほぼ同大である
こと（Fig. 2D, E）によって，Periclimenes incertus の従
来の記載（Borradaile 1915, 1917; Kemp 1922; Holthuis 
1959; Bruce 1977, 1980; Ledoyer 1984）に一致した．第
3〜5胸脚の指節の形態はコエダヤドリエビ種群の他
種から P. incertus を識別するのに有効な形質とされて
おり，同種群の他種では付属爪が末端爪に比べて著し
く小さい．
　本種がカイメン類と共生することは，原記載および
原著者による報告では触れられていない（Borradaile，
1915, 1917）．Holthuis（1959）は，ケンブリッジ大学
動物学博物館に所蔵されている Periclimenes（Cristi
ger）incertus のタイプ標本を再調査し，Kemp（1922）に
よってアンダマン海産の1個体に基づいて記載された 
Periclimenes（Periclimenes）imper が，P. (C.) incertus の
新参シノニムとなることを明らかにした．Kemp 
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Fig.1. Periclimenes incertus Borradaile, 1915. RUMF-ZC-1830, ovigerous female, CL1.8 mm. Lateral view of fresh 
specimen, photo Y. Fujita.

Fig. 2. Periclimenes incertus Borradaile, 1915. CMNH-ZC 02415, female, CL1.4 mm. A, anterior part of carapace 
and rostrum, lateral; B, chela and posterior part of carpus of right first pereiopod, mesial; C, left major second 
pereiopod, lateral; D, propodus and dactylus of right third pereiopod, lateral; E, same, dactylus, lateral. Scales: 
A, C, 0.5 mm; B, D, E, 0.1 mm.
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(1922) は P. imper のホロタイプを採集した時の状況に
ついて“The specimen was found on a sponge of a 
pinkish colour…” と述べており，これが本種とカイメ
ン類との共生関係の初記録となる．その後，本種は
様々なカイメン類と共生していることが報告されてお
り（Bruce, 1976, 1977, 1980; De Grave, 2000; Li and 
Bruce, 2006），本研究で調査した真栄田岬産（CMNH-
ZC 02415）と大浦湾産の個体 (RUMF-ZC-1829) も，詳
しい分類群は不明ではあるが，カイメン類から採集さ
れている．本標本のうち，奄美大島産（CMNH-ZC 
01775）と金武湾産（RUMF-ZC-1830）は，紅藻類のカ
イメンソウから採集された．この海藻は藻類とカイメ
ンとの共生体であり（吉田，1998），不規則に分枝した
藻類の体全面がカワナシカイメン科の1種 Haliclona 
（Gellius）cymaeformis に薄く被われている（伊勢，私信）．
Periclimenes incertus と H. (G.) cymaeformis の共生はこ
れまでに知られておらず，本研究がこの組み合わせの
初記録となる．
　現在わが国に分布するホンカクレエビ属エビ類は約
20種で，そのうちコエダヤドリエビ種群にはコエダヤ
ドリエビ P. obscurus Kemp, 1922 とセトヤドリエビ P. 
sinensis Bruce, 1969 が知られている．よって，本種は
日本産のコエダヤドリエビ種群として3種目となる．
なお，本種には標準和名が見られないため，本種の特
徴である第3〜5胸脚指節に備わる強大な付属爪にち
なみ，タカノツメ（鷹の爪）カクレエビの新称をここ
に与える．
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　A pontoniine shrimp, Periclimenes incertus Borra-
daile, 1915, is first recorded from Japanese waters on 
the basis of four specimens collected from Okinawa Is-
land and Amami Island, the Ryukyu Islands, although 
it is widely distributed in the tropical Indo-West Pa-
cific. This species is known as a sponge-associated 
shrimp belonging to the Periclimenes obscurus species 
group. The association between P. incertus and a spon-
ge, Haliclona (Gellius) cymaeformis (Esper) covering the 
body of the algae, Ceratodictyon spongiosum Zanardini, 
is recorded for the first time. 
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